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冬休み中の貸出
１２月１３日(月)から1人5冊まで

返却は１月７日(金)まで

冬休み中の閉館
１２月２８日(火)から１月4日(火)まで

図書委員が、五・七・五・七・七の短歌

形式で作成した、おすすめ本の紹介です。

その本の面白さやおすすめポイントが

上手く表現されています。

本と一緒に、その魅力を味わってみて

下さい。

星新一のショートショート集を、図書

委員が一人一冊担当し、ＰＯＰにして

展示しています。

様々な物語が様々な形式で表現されて

いて、星新一の作品世界そのものの

ような展示です。

図書委員展示紹介



科 学 道 100 冊

理科学研究所が主催する「科学道100冊」プロジェクトは、「科学の楽しさを

書籍を通じて伝える」事業です。専門書だけでなく、図鑑、小説、絵本などの

様々なジャンルから選ばれています。

その年の３つのテーマから選ばれた50冊と、時代を超えても読み継がれる良書

としての「科学道クラシックス」50冊で構成されています。今年の3つのテーマ

は「未来エンジニアリング」「脳とココロ」「つながる地球」です。

◆未来をつくる仕事図鑑(学研プラス)

◇科学史ひらめき図鑑(スペースタイム）

◆いつになったら宇宙エレベーターで月に行けて、

３Ｄプリンターで臓器が作れるんだい！？

（ケリー・ウィナースミス）

◇人工培養された脳は「誰」なのか

(フィリップ・ポール）

◆モヤモヤそうだんクリニック

（池谷裕二、ヨシタケシンスケ）

◇スマホ脳(アンデシュ・ハンセン)

◆脳はバカ、腸はかしこい(藤田紘一郎)

◇脳科学は人格を変えられるか

(エレーヌ・フォックス）

◆行動経済学まんが ヘンテコノミクス

（佐藤雅彦 他)

◆未来を変える目標 SDGｓアイデアブック

（Think the Earth）

◇世界からバナナがなくなるまえに

（ロブ・ダン）

◆地球の論点(スチュアート・ブランド)

◇セレンゲティ・ルール

(ショーン・Ｂ・キャロル）

◆「利他」とは何か(伊藤亜紗 他)

つながる地球脳とココロ


